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I…1 学校危機管理の重要性

学校現場では、見室生徒の問題の多様化に伴い、発達障害や不登校そしていじめ、告殺等の開題

まっている。例えば、 2010（平成22）年6丹に、「いじめを受けている友

人を護れなかったJという遺書を残して自殺した、神奈川県山崎市中学生の自殺事件や、同年に群

馬県横生市で発生した、市立新里東小学校の6年生であった女児（12議）の首つり

童生徒の生死に関わる重大な開題が挙げられる。このような事件を考えると、児童生徒の安全・
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心を確保すべき学校の責務を充分に果たしているとは言えないだろう。だからこそ、児童生徒の心

身を守り、安全・安心を確保するために、学校組織としての危機管理のあり方を再考することが重

要である。

このような社会情勢を背景に、児童生徒の安全・安心の確保に重点を置いた、危機管理に関する

法律である、学校保健安全法が2009（平成21)年に施行された。同法は、学校における児童生徒の

安全・安心の確保のために、「危険等発生時対処要領jの作成を明記している（同29条）J。「危険等

発生時対処要領Jは、危機管理における教職員がとるべき具体的内容と手順を定めたマニュアルの

ことである。つまり、文部科学省は、学校が危機発生時において対応ができるよう、マニュアルの

整備を要請しているのである。

これらのことから、危機発生時を想定した危機管理は重要である。例えば、瀧野（2006）は、

校における危機管理を「クライシス・マネジメントJと「リスク・マネジメントJに分けて論じて

いる。すなわち、「クライシス・マネジメントJは、「事件・事故の発生に対して迅速に対応し、被

害を拡大しないように対処することである。そして、早期に安全・安心感を回復することJと述べ

ている。例として、平常時への回復に向けての計画やマスコミへの対応そして、児童生徒・保護者

への連絡、報告、心のケアなどが挙げられている。そして、「リスク・マネジメントJは、 f危険因

子を早期に発見して除去または回避することで、事故・事件の発生を未然に防ぐことjと述べてい

る。例として、学校施設の整備の点検や安全マップづくり、そして児童生徒自身が危険に気づいて

回避したり、自律的に安全行動ができるような安全教育の取り組みが挙げられている。すなわち、

学校における危機管理は、事件・事－故が発生した際に迅速に、平常時への学校の機能の部復を目的

とする、「クライシス・マネジメントJと、事件・事故の発生の危険顕子を早期に発見し回避する

ことで未然に防ぐことを目的とする、「リスク・マネジメントJの2つの側面を有しているといえ

よう。そして、いじめ、自殺等の問題に対する危機管理を考えるときには、特に「リスク・マネジ

メントJの視点から検討していく必要があるだろう。なぜなら、悲劇的な結果が発生してからの対

処ではなく、結果が発生する前段階での対処が可能となれば1人でも多くの児童生徒の安全・安心

に寄与できるからである。

I-2 児章生徒の心理危機

学校組織の開題として、「リスク・マネジメントJに重点を寵いた危機管理は重要である。例え

ば、2010（平成22）年に群馬県桐生市で発生した、市立新里東小学校の6年生であった女児（12歳）

の首つり自殺が挙げられよう。学校の危機管理が機能していれば、女児が自殺まで追い込まれる前

に、心身の苦痛に寄り添うことができ、悲離的な結果を防ぐことができたであろう。

群馬県桐生市の事件をきっかけに、文部科学省は、 2010（平成22）年11月9日、都道府県教育委

員会などに対し、いじめの兆候をいち早く把握して迅速に対応することや、いじめ問題が生じた場

合、隠、さずに家庭・地域と連携するよう求める通知である、「いじめの実態把握及びいじめの問題

への取組の徹底について（通知）Jを出し、いじめの兆候をいち早く把握し迅速に対応することを

述べている。平成12(2000）年度から平成22(2010）年度の過去10年間における「いじめが原因で

自殺した児章生徒」の件数の推移は、平成18年度の171件をピークに減少傾向にあるが、依然とし
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て高い数値にある。いじめが原因で自殺した児童生徒の多くは、自殺に至るまで、心身の苦痛を表

すサインを担任教師や保護者などに示していた。この心身の苦痛は、担任や保護者などにいじめを

受けていることを打ち明けることによって、昌に「みえるj形で示されているサインもあるが、自

に「みえないJ. iみえにくいjサインも多くある。

いじめという耐え難い心身の苦痛を受け続け、命を絶ってしまうという過程は、事件後日年経っ

た今現在においても変化はない。つまり、見章生徒の心理的な危機状惑を早期に把握し対応してい

く、体制構築の検討が重要であるといえよう。しかし、学校における危機介入が注自される

で、危機介入に関する研究は少ない（飯田、 2008）と指摘されている。

そこで、本稿では、児童生徒の心身の苦痛を心理的な危機状態として位置づけ、児童生徒の心理

的な危機状態に焦点をあてた学校心理学的支援のモデルを提示していく。その際に、①児童生徒の

心理的な危機状態、に対して、早期にアセスメントを行い対応することによって、事件・事故を未然

に防止していく「リスク・マネジメントJと、②児童生徒の自殺などの事件・事故が発生した場合

に迅速に、平常時への学校の機能の回復を目的とする「クライシス・マネジメントJとの両側面か

ら検討していくことが必要であろう。

まず、「リスク・マネジメントJとしての学校心理学的支援モデルを検許するにあたり、不登校

やいじめといった問題をはじめ児童生徒のストレスが議論される学校適応、の問題を検討する。

適応、の問題は、見章生徒のストレスの要因に影響があり、学校不適応、によるストレスが児童生徒の

心理的な危機状惑に影響を及ぼしているだろう。

次に、学校心理学における心理教育的援助サーピスの先行研究を概観し、児童生徒の心理的な危

機状態を早期に捉える学校心理学的支援モデルを提案する。そして最後に、学校心理学的支援モデ

ルから示唆される「クライシス・マネジメントJの有効な介入について、学校緊急支援チームや

CRT （クライシス・レスポンス・チーム）の動向を展望し、事件・事故が発生した後の迅速な学

校の機能回復のための学校組織の体制構築について検討していく。「リスク・マネジメント」と

fクライシス・マネジメントJの2つの機能をもっ学校心理学的援助モデルの構築は、今後の学校

危機管理研究の更なる発展に貢献するものと期待できる。

]I .児童生徒の心理危機に焦点をあてた「リスク・マネジメントjとしての学校心理
学的支援

II -1 児童生徒のストレス

児童生徒の安全・安心を検討する上で、児童生徒が心身共に健療でストレスを感じることなく、

学校生活に適応していくという学校適応が大切になる。例えば、坂野 (1990）は、児童生徒が学校

生活の中で感じているストレスの増大を指摘しているむそして、藤井（19ヲア）は児童生徒のストレ

ス状況について、 f児童生徒が日常の学校生活において、その場から逃げ出してしまいたい状況、

不快や恐れを感じるような状況、或いは発汗や心拍数の増加といった生理的反応、を引き起こさせる

ような状況Jと定義している。つまり、児童生徒は何らかのストレスによって、不安感情や恐れそ

して逃避感靖を抱くことにな号、そのストレスが児童生徒の心理的な危機状態に繋がるのではない

かむだとすると、児童生徒のストレスの要因を検討し、そのストレスに対する対処が大切になって

くるむ戸田、福詞（1999）は、釧銘市内および根護市内の小学校3年生309名、 6年生280名の合計
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589名から、児童生徒の学校におけるストレスを検討している。それによると、児童生徒の学校に

おけるストレスの要因は、「学業面J、「対人面J、「規制jであることを示した。そしてまた、嶋

田・岡安・坂野（1992）は、公立小・中学校の教師に対して児童生徒がどのような時にストレスを

感じているかという質問紙を作成した上で、その質問紙調査を小学6年生を対象に実施し、男女別

に関子分析を行っている。その結果、男児については「対人関係」、「学校システムj、「発表場面J、

「学業達成」、「行動規制jの5因子を、女児については「対人関係」、「学校システムJ、

成j、「サポート人物Jの4因子を指摘している G 嶋田・間安・坂野の質問紙は、教師側の立場から

作成したものであるが、児童生徒がストレスと感じている要因は、戸田、福間（1999）らの結果と

同様に、大きく「学業面J「対人面J「学校規尉（学校システム）Jであるといえよう。つまり、見

童生徒がストレスと感じていることと、教師の認識は一致しているということを指摘することがで

きるc だからこそ、教師はこの児童生徒のストレスの要因に対して、どのように捉え援助していく

かということが重要になろう。

II -2 学校心理学 一心理教育的援助サービスー

児童生徒が感じている「学業面Ji対入国j「学校システムJなどのストレスによる問題状況を解

決する手立てが重要である。例えば、石隈（2006）は学校心理学を理論化・体系化している。すな

わち、学校心理学について「学校教育において一人ひとりの児童生徒が学習面、心理・社会面、

路面、健康面における課題への取組みの過程で出会う問題状況の解決を援助し、

ることを促進する「心理教育的援助サービスJであるJと述べている。つまり、児童生徒が学校教

育で出会う「学習菌、心理・社会面、進路面、健康面Jなどのストレスの一要因である

状況に対して、児童生徒を支援していくということである。いわば、児童生徒のストレスによる心

理的な危機状態に対志するための有効な手立てである「アセスメントJを考える上で重要な理論と

いえるだろう。

大対・大竹・松見（2007）は、児童生徒の学校におけるストレスを学校適誌として捉え、

応アセスメントの理論的基盤となる 3水準モデルの構造を試みている。このモデルでは、

知を含めて児童生徒がどのように行動しているかが初めにあり（水準1：行動的機能）、その結果

児童生徒が学業面・社会面で長い成績や学業達成あるいは先生や友人との良い関係など環境から

けている強化があり（水準2：学業的・社会的機能）、最終的に強化を受けている量は児童生徒が

環境をどのように捉えるかに反映され全体として児童生徒の学校適応感が形成される（水準3:

校適応感）という 3つの水準から学校適応状態、を検討している。つまり、学校適応につながる

は、まず自己をどう認知し行動しているのかという自己認知にはじまり、次にその自己認知に対し

て、学業面・社会面・対人関係についての強化があり、その受けている強化の量による 3水準の階

層構造によって学校での適志感が決まるということである。しかし、この3水準は、あくまでも児

童生徒儲からの自己認知における強化による水準構造で、ある。児童生徒の学校適応において重要な

のは、児童生徒の自己認知された適応の課題を、教師がどう評価し、実践していくかが重要となる

であろう口そのためにも、教師側からみた児童生徒のアセスメントを検討していくことが重要であ

る。
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教師側からみた見童生徒のアセスメントの重要性について、石課（1999）は「心理教育的援助

サーどスJとして、 3段時の援助サーピス（一次的援助サーピス、二次的援助サービス、三次的援

助サーピス）を提示している。そして、「心理教青的援助サーピス」は、 3段暗でそれぞれ援助対

象となる見童生徒を設定し、児童生徒一人ひとりが出会う問題に対して、アセスメントを行い、問

題解決のために援助するサーゼスである（石限、 1999）む心理教育的援助サーピスの理論は、すべ

ての児童生徒を段階分けによって、児童生徒一人ひとりに対して、何に課題を抱え、どのような問

題があるのかを「アセスメントjすることに重点を霞いているといえよう。このことは、児童生徒

の心理的な危機状態における兆候（サイン）を早期に捉え対処していく「リスク・マネジメントJ

の視点において有効であろう。そこで以下で、この3段階の心理教育的援助サービスを参考に、児

童生徒の心理危機レベルに応じたアセスメントに焦点をあてた学校心理学的支援のモデルを提示し

ていく。

Il -3  一次的援助サービス

Il -3一（ 1) 学校心理学一アセスメントー

一次的援助サーピスは、「すべての児童生徒Jを対象に行う発達促進的あるいは予防的な援助

サーゼスである（石隈、 1999）。そして、発達促進的あるいは予防的な援助サービスにおける児童

生徒のアセスメントについて、五限（1999）は、児童生徒の学習菌、心理・社会面、進路面、健康

面などにおける発達課題と教育課題への取り組み状況を理解することと述べている。そして学官面

のアセスメントにおいて、認知語、情緒面、行動部の3つから情報を得ると指摘している。すなわ

ち、認知面は、学習についての考え方、学習スタイル、学習と将来の自標設定である。次に情緒面

は、見たい・知りたいという意欲、学校や学級への感情、達成感や自己効力感である。最後に、行

動面は、学習翠慣、学習スキルが挙げられている。

次に心理閣のアセスメントについては、エリクソンの心理社会的発達段階である、乳児か

までが取り組む発達課題を乗り越えていくという重要さを参考にしている。また、社会面のアセス

メントにおいては、児童生誌の人間関係における特徴や問題などの情報を集め検討すると述べてい

る（石限、 1999）。そして、児童生徒の人間関係における特徴の問題については、ソーシャルスキ

ルの開題として議論されている（河村、 2003・安Jll、2003）。その中でも、河村（2003）はソーシャ

ルスキル前線の実践を志向した研究を狩っている。その結果によると、見童期には、仲間や集団の

中での基本的なマナーである「配慮スキルjを、青年期初期には「配慮スキルjを保ちながら、よ

り成熟した相互的なかかわりを促進する、 fかかわりスキルjを獲得させるソーシャルスキル教育

している。

進路詣のアセスメントについては、児童生徒の好きなこと・もの・あこがれているもの、趣味な

どの興味・関心、大切にしていることやこだ、わっていることなどの館館観、得意なことなどについ

ての情報を集め検討する。

健藤奮のアセスメントについては、児童生徒の龍康面での状況や、身体的な訴えについて’情報を

集めて検討する（石際、 1999）と述べている。

-35-



五一3一（2) 児童生徒の特質・性格

児童生徒の「学習面、心理・社会面、進路面、健康面」におけるアセスメントは、児童生徒の学

校生活や教育課題に大きな影響を及ぼす情報ということがいえ、 5つの場麗に焦点をあてた、児童

生徒の特徴を捉えるのは有効で、あろう c そして、児童生徒の学習面や進路面などの特徴を捉えると

ともに、見童生徒の一人ひとりの性格についても併わせて把握しておく必要がある。例えば、近藤

(1994）は、児童生徒一人ひとりは様々に異なる性格を有しており、教師は児童生徒の特質・性格

を認知することが大切だと指摘している口そして、児童生徒の特質・性格について、ゴールドバー

グ（1981）は、 BigFiveという一つのパーソナリティ理論として、外向性、知性、同調性、誠実性、

情緒不安定性の5つの構造を指摘した。そして、曽我（1999）により小学生用の5因子性各検査

(FFPC）も開発され、標準化されている。すなわち、①外向性（Extraversion）は、活動的な、

積極的な、外向的な、引っ込み思案ではない、内気ではない、などの特徴を表すものである。②知

性（Openess toexperience）は、多才な・先見の明がある・洞察力がある・頭の自転が速い・機転

がきく、などの特徴を表すものである。③伺揖性（Ageeableness）は、優しい、寛大な、温和な、

親切な、人の良い、などの特徴を表すものである。④誠実性（Conscientiousness）は、飽きっぽ

くない、無責任ではない、いい加減ではない、怠憶ではない、ルーズではない、などの特鍛を

ものである。①情緒不安定性（Neuroticism）は、不安になりやすい、心配性、協みがち、動揺し

やすい、傷つきやすい、などの特徴を表すものとして提案されている。

この①～⑤の5因子は、石限（1999）が述べていた「学習面、心理・社会面、進路面、

と類似している。すなわち、外向性（心理・社会面）、知的（学業面）、向調性（心理・

康面）、情絡不安定（心理・社会面）に対応させることができるだろう。児童生徒の特質・性格を

的確に捉えるためには、歴史的にも体系化されている IBigFiveJの尺疫を用いることが有効で、あ

ろう。これら 5つの尺度をもとに、担妊教師の主観で児童生徒の特質・性格について、数値化し児

童生徒の特質・性格を捉えておくことが大切である。平常時における児童生徒の特質・性格の資料

（「児童生徒の見立て関J）は、児童生徒が不安感情や恐れそして逃避感慣などを抱き、児童生徒白

児童生誕の見立て密
外向性

情緒不安定性 知性

一←剛一次的援助

(Figure 1 ）児童生徒の特徴・性格のレーダチャート図
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身の力では対処できない心理的な危機状態の場面において、心理教育的援助サービスを検討する捺

の重要な資料となるだろう。だからこそ、入学した初期の設時で、児童生徒の特質・性格の状態を

記録しておくことが重要である。児童生徒の特質・性絡を記録しておく手立てとして、「外向性、

協力性、知性、向調性、誠実性、情緒不安定性Jの尺度で、克童生徒の簡易的なレーダーチャート

図を作成しておくことが大切である（Figure1）。そして、教陣自身が定期的にこの「克童生徒の

見立て図jをもとに、児童生徒の様子をアセスメントすることが重要であろうむ例えば、極端に外

向性の数値が下がっていれば、「何か児童生徒にあったのではないかjというアセスメントを行う

判新材料にすることができょう c そして、円可か児童生徒にあったのではないかJというアセスメ

ントを行うことは、二次的援助サーピスである、「一部の児童生徒jの援助対象となるかどうかに

ついて、本会討することでもあるといえる O

II -4 ニ次的援助サーピス

II -4一（ 1 ) アセスメントによる護助方針の検討

二次的援助サーピスは、一次的援助サーピスでは満たされない、「一部の児童生徒Jを対象に行

われる援助である（若限、 1999）。具体的には、登校をしぶる、学習意欲が下がってきたなど、間

を抱え始める兆候が表れていたり、今後問題を抱える可能性が高いと予想、される「一部の児童生

徒J（石限、 1999）である。つまり、問題状況のアセスメントを行い、児童生徒の問題状況を

に発見し援助を検討していく、まさに「リスク・マネジメントjとしての予防的援助サーどスであ

るといえる。

一次的援助サーゼスにおいては、一次的援助サーピスで、児童生徒の心理的な問題・課題が疑わ

れる「一部の克童生徒Jの支援について、どのような援助を行っていくのかを、アセスメントを通

じて検討していくのが目的である。つまり、「一部の鬼童生徒Jへの援助方針を検討するのである。

援助方針を検討するにあたり、「一部の児童生徒」のアセスメントを行うことが重要である。

その手立てとして、まず、記任教師は、援助が必要な児童生徒の様子を、一次的援助サーピスで

作成した「児童生徒の見立て鴎Jを更に記述していく必要があるだろう。援劫方針を検討するにあ

たって、一次的援助の時と比べて、「外向性、知性、向調性、誠実性、情緒不安定性Jのどの特

－性格が、どの程度、変化があるのかを把握し、多角的視点によって検討することが重要であ

るむ援助方針の検討における多角的視点について、弘中（2004）は、学校での相談活動において

は、ひとりが頑張るのではなしさまざまな人的資源で、ある複数の人がそれぞれ異なった役割を

担って相補的に協力する必要性があることを述べている。そしてまた、石限（2003）は、「複数の

援助者が、共通の自標をもって、役割分担しながらチームで援助していくJという「援助チームJ

の有効性を指摘している。

II-4-(2) f援助チームJの霊要生

f援助チームJについて、学校心理学（石張、 1999、2004）では、 3種類の援助チームが指摘さ

れているc すなわち、①特定の児童生徒に対し一時的に編成され、開題解決とともに解散される個

別の援助チーム、②学校の心理教宥的援助サ…ピスの充実を目指して恒常的に機能するチーム、＠
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が重要で、あろう。援助シートは、情報をバラバラにではなく、情報を集約するためのアセスメント

を通じて、意味のある組み合わせとして解釈し、援助方針を検討するに有効である（Figure2）。

援助方針を検討する際における、効果的なアセスメントの着眼点について、五接（1999）は、児

童生徒の課題への取り組みや開題解決に、援助的な機能をもっ人的資源や物的資源として、援助資

源を活揺する重要性を述べている。そしてまた、南津（2001）は、不登校の中学3年女子生徒1名

の事例を検討し、心理教育的アセスメントに基づき得られた自助資源、援助資源を有効に活用した

心理教育的援助サーピスが宥効であったことを示した。つまり、児童生徒の助けになってくれるで

あろう「援助資源jや、児童生徒の個人がもっ力である「自助資源Jについても、「援助チームj

内で共有しておくことが大切であるといえよう。例えば、 f援助資源jである友人、保護者、部活

の顧問、養護教諭、生徒指導担当教師、教育相談担当教師などであるc そして、 f自助資源Jは、

見童生徒自身のもつ力で、問題状況に対処しながら、成長するのに役立つ力で、ある。例えば、体

力、学習意欲、悩みなどの解決力、ストレス対処の能力、学習能力などである。

これらの資源の活用を検討し、 きくなる前に未然に訪止することが、「リスク・マネジ

メントJの観点から最も重要で、ある。

一次的援助サーピスにおいては援助シートを活用し、児童生徒の援助資源や児童生徒の援助方針

について、「だれがJ「いつJ「なにを行うJのかをチーム内で明確にする。そして、「一部の児童生

徒Jに対して援助を行い、援助の効果が十分に得られない時は次の三次的援助サーピスを検討して

いく。

五一5 三次的援助サービス

五一5一（ 1 ) アセスメントによる援助方針の再考および危機介入の検討

三次的援助サービスは、長期欠席、いじめ、非行などにより重要な援助ニーズをもっ「特定の見

章生徒」を対象とする（石限、 1999)0綴密な靖報を収集しまとめを行い、一人ひとりに応じた指

を作成（儲加の支援計画（IEP））、対象となる を援劫する（石隈、 1999）むつまり、

一次的援助サーどスにおいて、児童生徒の心理的な開題・課題が疑われるという状態から、三次的

援助サーゼスでは実際に、児童生徒の耐えがたい心身の苦痛によって、心理的な危機状態が生じて

いる段階といえる。三次的援助サーぜスは、未然に事件・事故を防ぐ fリスク・マネジメント」に

おける最終段階の援助サーピスといえよう。

三次的援助サーピスにおける「援助チームjは、学校心理学の3種類の「援助チームjで整理さ

れている中のうちの「②学校の心理教育的援助サーピスの充実を自指して恒常的に機能するチー

ム、③学校全体の教育システムの運営に関するチームJに位置づけることができるむこの中の②と

③におけるシステムレベルの「援助チームJは、具体的には学校組識における心理教育的援助サー

ピスに関する運営委員会、対策委員会（たとえば「教育相談委員会J「不登校対策委員会jfいじめ

など）の名称の委員会がそれにあたるむつまり、三次的援助サーピスは学校組識全体

として行う心理教育的援助サーピスであち、これまでの援助サーピスよりも、問題の共有や援助資

源の検討をより深く行うことが重要になってくる。山口（2003）は、三次的援助サーゼスにおける

陪題の共存や援助資源の検討を、不変校の中学1年生に対する援助を教師が仔った実践を元に検討
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案の修正をするむという 6点を示唆している。この6点について、満たされる人材をどのように確

保していくかが重要になってくるであろう。そして、児童生徒の心身の苦癌によって、心理的な危

機状態が深刻な場合には、適切に危機介入ができるような心理の専門的知識を有するとともに、連

絡調整能力にも優れた人材の育成が求められる。

II -5ー（3) 危機介入

児童生徒の心理的な危機が深刻な場合には、危機介入を検討寸る必要がある。「危機Jについて

DSM-IVの定義に従えば、危機（Crisis）とは、「人が通常もっている、事態にうち克つ作用がうま

く動かなくなって、心理的な平機状態が急激に失われ、苦悩と機能不全が明らかに認められる状態

であるjとされている G つまり、心理的に苦悩と機能不全を起こし、自分の力ではどうすることも

できない状態であるといえようむ克童生徒の前え難い、心身の苦痛によって、引き起こされている

危機状態に対して、危機介入を検討する必要があるだろう。 危機介入の目的について、 Everly,G,. 

S. ＆制itchell(1997）によると、危機介入の目標となるものは、 (1）急、激な激しい苦悩という偲

人の症状を安定させ、軽減すること、（2）精神的機能（すなわち心理的平禽）がより「安定した

状態Jに回復できること、（3）症状に表れる機詑的損傷のレベルを下げる、すなわち悟入の適応

できる水準まで機能回復することを助けることであるとしている。つまり、児童生徒の心理的な危

機状態が、この百的に照らして緊急的に必要なのかどうなのかについてアセスメントしていくこと

が重要だろう。そのためには、危機介入について、まず「危機の桂皮はどうかJをアセスメントす

ることが大切である（Figure3参照）。

児童生徒の問題状況を危機としてとらえ、危機介入を行う必要があるかどうかの判断をするため

の着眼点として、例えば、①自殺未遂の経験と時期、②自殺の「予定J（予定がはっきりしている

ほど危険である）、についての情報を検討するc 「危機介入Jの必要ありと判断したならば、これら

の情報にもとづき、危機介入を始めるかどうか検討する。そして、児童生徒の心理的な危機状態の

アセスメントを行い、危機の桂震が深刻であり、介入が必要と判断したのであれば、介入の目標設

定を共宥し、保護者・外部機関との連絡や協力要請などを行い、学校組織として危機管理体制に移

行することが重要である。危機管理体制に移行することができ、児童生徒の心理的な危機状態、に対

処できれば、 －事故を未然に防ぐことができょう。

このようにこれまで、事件・事故を未然に防止するという観点から、学校心理学の一次的援助

サーピスから三次的援助サーピスの心理教育的援助サーピスを通じて、段階的に児童生徒の状況を

捉えて検討してきた。すなわち、児童生徒の心理的な危機状態を捉えて、アセスメントすることが

できれば、未然に事件・ を防ぐことができょうむ例えば、「児童生徒の克立て図Jや「援助

シートjなどを活用し、児童生徒の小さな変化を見逃さず捉えるようにすることが大切である G し

かし、 －事故が起きてしまう もあるだろう。次では、事件・事故の発生時における fクラ

イシス・マネジメントJとしての学校心理学的支援を「由次的援助サーピスJとして提示してい

くむ
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沼田次的援助サーゼスという視点

児童生徒・学校組織の心理危機に焦点をあてた「クライシス・マネジメントjとしての学校心理学

的支援

m-1ー（1) 四次的援助サービスという視点

石隈 (1999）の心理教育的援助サーピスの理論は、すべての児童生徒を3段階（一次的援助サー

ピスから三次的援助サーピス）に分けることによって、児童生徒一人ひとりに対して、何に課題を

抱え、どのような問題があるのかを「アセスメントJすることであった。この3段階の「アセスメ

ントJは「リスク・マネジメント」としての機能を有し、児童生徒の心理的な問題・課題、事件・

事故を早期に捉える手立てとして有効であるといえよう。

この理論を踏まえ、実際に事件・事故がおこった際における「クライシス・マネジメントJとし

ての心理教育的援助サ｝ピスを検討する必要がある。「クライシス・マネジメント」段階で目標に

することについて、瀧野（2006）は、「事件・事故の発生に対して迅速に対応し、被害を拡大しな

いように対処することである。そして、早期に安全・安心感を回復することである。」と述べてい

る。そしてまた、瀧野（2006）は、事件・事故時の対応として、学校運営の側面と心理的サポート

の側面をどのように進めていくか、また、学校内部で対応する事柄と外部からの支援に頼らなけれ

ばならない事柄の調整をどのようにしていくかが重要と指摘している。

つまり、事件・事故の発生時においては、①事件・事故の発生した際にいかに迅速に学校の機能

回復に努めるということ、②事件・事故の「危機状況jに応じて、学校内部で対応できるのか、外

部の支援で対応していくのかどうかということ、③児童生徒の安心・安全感の回復に向けての手立

てをどのようにするべきかということを検討し、「クライシス・マネジメントJの視点から学校心

理学的援助モデルを提示する。

周回・ ！③三次的援助サービス｜

”問｜②二次的援助サーピヰ

．．｜①一次的援助サービス！

リ
ス
ク
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(Figure4）四次的援助サービスの位置づけ
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そこで、事件・事故が起こった際の心理教育的援助サービスを四次的援助サーピスとして位農づ

け、「クライシス・マネジメントjとしての学校心理学的援助を、①学校の機能屈復②学校内外の

支援の検討③児童生徒の安心・安全感の回復に分けて検討していく（Figure4）。

亜－ 1…（2) 学校機能の盟議 …校内危機管理チームの形成一

克童生徒の安心・安全感の回復を行う体制を整えるために、児童生徒の心理的に危機な状態を

援めながら、学校の機能回復を検討することが大切である G 例えば、学校機能の平常時への田復に

向けて、瀧野（2006）は授業の短縮や打切り、給食の対応、児童生徒への説明、保護者への連絡や

報告（印刷物）の準備、下校時刻やその指導、休校措置、登校時の対応、教員の役割分担と配置の

必要性などを指捺している。つまり、授業の短縮や休校措置などは平常時にはない緊急的な対正、で

あり、どのように方向づけをしていくのかをアセスメントしていくことが重要である。

危機の状態におけるアセスメントを効果的に行っていくためには、これまでの援助サーピス理論

同様に、「チーム」を編成し、「多角的jな視点で検討していくことが必要であろう。例えば、

「チームjを絹成し検討することについて、瀧野（2006）は、事件・事故の状況を見極め、「校内危

機対応チームjの必要性を検討すべきであると述べている。そして「校内危機対応チーム」におい

ては、事実確認、連絡や報告、今後の活動の進め方、外部の関係機関への支援要請などの判断を迅

速に行うことが大切であると指摘している（瀧野、 2006）。つまり、危機の状態におけるアセスメ

ントの着眼点は、 1（イ）どのような事件・事故が発生したのかJ「（ロ）事件・事故の収束には、ど

のような手立てがあるのかJ「（ハ）収束のための手立てに必要な資源・体制は何かj1（二）外部の

専門家に援助を求める必要はあるかJという、（イ）～（ニ）の4点について検討することが有効

であるといえる。危機の状態におけるアセスメントを4点から検討し、学校の機能回復に向けて学

校教職員の共通理解を図っていく必要がある。そして、児童生徒の心理的な危機の状態に迅速に対

応することが重要であろう。

車…2一（ 1 ) 「危機状況jの対応を検討する

児童生徒の心理教育的援助サーピスを検討していくにあたり、 －事故の「危機状態Jに応じ

て、学校内部で対応できるものなのか、あるいは外部の機関に援劫を求めるのかを検討していく必

要があろうむ学校内部で対応できると判断したのであれば、「緊急援助チームjなどのチームにお

いて、児童生徒の心理的な危機状態のアセスメントを行い，援助方針に従って行動していくことに

なるだろう。

一方で、外部機関の援助が必要とあれば、三次的援助サーゼスにおいて投詩した「コーデイネー

タ－Jが中心となり、関係機関との連携・協力を行い援助を受けていくことになろう。そのために

も、日頃からの関係各所との連携を大切にしておく必要があるだろう。

また、外部機関の援助が緊急的に必要な場合においては、学校緊急支援チームやCRT（クライ

シス・レスポンス・チーム）の援助を受けることを検討する必要があろうむいわゆる、学校の機能

向けての ifi芯急、的処霊jと位置づけることができるむ以下でCRT（クライシス・レスポン

ス・チーム）に焦点をあててその動向を検討していく。
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①応急措置

②学校の機能回復 i

(Figure 5）学校危機における「応急措置jおよび「機能呂復jについての概念毘

軍一2ー（2) 応急処量

危機状態においても、必要最小限の対応を機能させるためには、応急処置的な支援を受ける

がある。応急処置的な支援については、 ②学校の機能回復の2点から説明できる

(Figure 5）。

①「応急措置Jについては、学校緊急支援チームやCRT（クライシス・レスポンス・チーム）

など、短期間に集中的に学校に介入するものである。例えば、山口県、静岡県、長崎県において組

織編成が行われている。学校の危機介入の期間は、最大3日間であり延長できないとされている。

また、遺族などのケアは基本的には行わないことを明記している。構成員の身分については、

の職員ではなく、非常勤（臨床心理士、精神科医、弁護士など）であり、臨時的に事件・事故の初

動対応のために組織され、期間を限定して支援するものといえよう。

これらCRTの特徴は、克童生徒一人ひとりの「個jのケアではなく、危機に陥り混乱している

学校という「場Jのケアが中心ということである。そして、児童生徒を取り巻く環境（場）を安定

させることを第 1の目的として提えている。そのために、 CRTが行う支援の内容は、静岡県CRT

の資料によると①教師への助言、②保護者への心理教育・説明、③児童生徒への応急対応、

への心理的サポート、⑤マスコミ対応ということが挙げられている。例えば、①教師への助言は、

教師会員に対して、トラウマとそのケアについての心理教育を行い、教師が生徒・保護者に対して

的確な対応を行えるように助言するものであるむそして、②の保護者への心理教育・説明について

は、学校が配布する保護者向けの文書（急性ストレス反応の説明と対応方法など）作成の手助け

や、臨時保護者会に同席し、児童生徒のこころのケアに関しての必要な説明を行うとされているむ

そしてまた、③④の児童生徒や教師へのサポートについては、活動3自問の範囲で特に「配慮を有

する児童生徒の心のケアJや、「特に心理的にダメージの大きい教師Jに対して心理的サポートを
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行うとしている。最後に⑤のマスコミ対応については、マスコミ用の資料の作成の助言や取材の自

粛等、マスコミへの注意の喚起を行うとしている G

このように、①教師への助言、②保護者への心理教育・説明、③見童生徒への応急対応、④教師

への心理的サポート、⑤マスコミ対応などの5点は、事件・事故発生時に、学校組織そのものが脆

弱化している状況においては重要である G 学校の指示系統が混乱している可能性が高い状況下にお

いて、 CRTは学校の機能回復の道筋をつける i~急措置J であり、危機的状況に陥った学校組織

には欠かすことができないものであるといえよう。

班－2-(3) 児童生徒の安心・安全惑の囲復

事件・事－故の発生持においては、学校の危機であるとともに、児童生徒においても、突発的な状

況により、心理的に危機状態が発生しているといえる。よって、事件・事故の発生時においては、

「事件・事故に関わった特定の児童生徒Jが対象となる。

支援の必要のある特定の児童生徒のアセスメントのために、まず、担任教師が学級の見童生徒の

状態を把握する必要があろう。 －事故のなどの突発的な事故によって、「どの程度危機状態に

あるのかjを捉えていく（四次的援助サーどス）。その際の手立てとして、「児童生徒の見立て陸j

を用いるのである。事件・事故後にすべての児童生徒に対して、再度、「児童生徒の見立て図Jを

検討していき、「どの程度危機状態にあるのかjに注目して、数値に変動がみられる児童生徒の反

応について理解しながら、注視していくことが大切であろう。次に、「チームjで対応する有効性

を前提にして（石i襲、1999）、アセスメント資料をもとに、心理教育援助サーどスを「緊急援助チー

ムJなどのチームで、児童生徒の心理的な危機状態を検討していくことが重要で、あろう。

瀧野（2006）は、心理的ケアの対定、の分類として、学校や学級全体を対象にする対応、ニーズが

類似した少人数のグループを対象にする対応、、倍別対応、の3段階で捉えておくと述べている。つま

り、「見童生徒の見立て図Jなどのアセスメント資料などをもとに、児童生徒の心理的な危機状態

にあった援助を検討していくことが重要である。

現…3-( 1) 学校の機能回援へ向けて

学校緊急支援チームやCRT（クライシス・レスポンス・チーム）は、学校組織の機能回復の道

筋をつける f応急処霞Jである。「応、急措置Jの後の児童生徒の心理的な状態、に対応する体制づく

りが重要になってくる G 学校は依然として、危機の状況下であるが、その危機状況においても、教

職員がどのような役割を分担していくのかが重要になる。例えば、 Schonfeld,Lichten附stein,

Pruett, and.Speese-Linehan (2002）は、事件・事故車後からの一定の対正、に必要な役割について

している。すなわち、①代表、②部代表、③メディア対応、④コミュニケーション担当、⑤教

関連絡担当、⑤カウンセリング担当、⑦集団管理担当の7つである。その中の④コミュニケー

ション担当とは、学校内の直接的なコミュニケーションの責任者であ号、保護者向けの連絡をする

ことや外線からの電話の記録などが指捕されている。また、⑤の教職員関連絡担当とは、校内連絡

と連絡の仕方の整舗を示している。そして⑦の集団管理担当とは、児童生徒や教職員の移動の担

当と示されている。つまり、①②は校長や教頭などの指令塔である管理職が担うことになるだろ
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う。⑥は、臨床心理士や学校心理士の資格や知識を有している人が担うことになるだろう。そして

④⑤⑦は、役割の性質から、組織の中でも特に、信頼されているコミュニケーション能力の優れた

人が担うことになる。このように、①②、そして⑥以外の人選については、はっきり示すことがで

きず、現場での適材適所ということになるといえる。

証一3-(2) 学校危機状態における組織体制 一学校心理学的援助一

危機状態では、適材適所という視点が重要である。例えば、中西（2007）はWeick& Sutclif 

(2001）が提出した、 HRO(High Reliability Organization ；高信頼性組織）という理論を整理して

いる。すなわち、事件・事故などの不測の事態が発生した場合には、それをよく知っている人、適

切な対応ができる人、あるいは、できそうな人に、意思決定権限の委譲の必要性を指摘している。

つまり、危機状態においては、組織が柔軟になることが大切で、あり、必要ならば校長の判新権限に

おいても「適切な対応ができる人Jに権限を委譲していく必要性を示唆しているといえる。そして

また、事態の収束には全力をあげてその対応にあたるという、「機敏さ」を示している。危機下に

おける、 f機敏さJや「柔軟さjを実現するためには、組織内で情報を共有することや、対応、の優

先順位をつけることが必要である。

これまでの議論を踏まえ、危機下において迅速に学校の機能回復に向けて、どのよう

をマネジメントしていくかについて検討していく。つまり、①情報の共有を図ること、

の必要性を検討すること、③行うべき優先順位の高い対応は何か検討すること、④児童生徒への対

応を検討すること、⑤行事 ・8程を検討すること、⑥保護者対応の重要性を指摘できる。

「①情報の共有を図ることJについては、情報は状沈が進むに従って変化していく。

イ可が推測なのかを把握し、事実を丁寧に検討することが重要である。場合によっては、警察などの

関係機関から悟報が入る場合もある。学校の援助資源などを活用し、情報の収集を行うとともに、

学校が知り得ている事実を確認し、学校全体で情報を共有していく。

「②権限委譲の必要性Jについては、学校の機能回復までは、柔軟な対応が大切になる。状況に

よって、それをよく知っている人、適切な対応ができる人、あるいは、できそうな人に、意忠決定

権限を委譲していく。

「③行うべき優先順位を検許すること」については、集まった情報から、まず何をするべきなの

かを検討し、できるだけ迅速に対応を行う。優先順位が高いものとして、児童生徒の生命および身

体の安全の確保などがあげられよう。児童生徒が自殺を図ったという状況は、家族への対応と同時

に、群発自殺や後追い自殺を紡ぐための対応が重要である。

「④児童生徒への対応jについては、児童生徒にどのような対応が必要かを判断する。今回

件・事故の影響を受け、何らかの援助を必要としている児童生徒や、まだ大きな反応、を示してはい

ないものの気になる児童生徒は誰なのかをリストアップし、学校組織全体で共通理解を関ることが

重要である。援助が必要と考えられるのは、当事者と関係が深かった児童生徒である。たとえば、

友人やクラスメイト、同じクラブ活動などの児童生徒は大きな反応を示す可能性がある。また、事

件・事故を呂撃した児童生徒もピックアップするむさらに、生徒指導や教育相談でよく名前の挙が

りやすい児童生徒にも気を配る必要がある。
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「⑤行事・日程を検討することJについては、事態が沈静化してきたときは、学校の機詑回復を

されなくてはならない。いつ、どのような形で平常日課に戻り、行事を開催するかなどを全体

の状況をネ食言すしていくむ

「⑤保護者対応、を検討することJについては、「応、急

f子つているが、今後の許爵やこれまでの報告を検討する。そして、安心安全の確保の報告（安全宣

を行う（当然その蔀提として安全確認がなされている必要がある） 0 さらに、児童生徒に生じ

やすい反応とそれらに対する関わり方のヒントについて資料などをもとに説明を行う c そしてま

た、学校側が取りうる今後の支援体制について説明を行い、児童生徒たちのケア、そして学校コ

ミュニティの回復のために保護者の協力が必要であることを伝える G

このような6点の観点から、事件・事故が発生した際の対応を検討していくことが重要であろ

っ。

Y 今後の諜題

本稿では、児童生徒の心理的な危機状惑を早期に捉えていく手立てを、学校心理学的援助をもと

に検討してきた。すなわち、「リスク・マネジメントjとして、一次的援助サーどスから三次的援

助サーピスの3段暗における「マネジメントJが出来れば、児童生徒の心理的な危機状態を未然に

防ぐことができるだろう。そのためには、一次的援助サーピスでの「児童生徒の見立て鴎Jの作成

や、「援助チームJ（ニ次的援助サーゼス～三次的援助サーゼス）による検討、そして「危機介入J

という過程を学校組織に位霞づけることが大切であろう。

また、四次的援助サーピスという概念を提案し、「クライシス・マネジメントjの考え方に基づ

く学校心理学的援助の手立てについて検討してきた。事件・事故が起きてしまった場合に、

体の危機であると同時に、児童生徒も同様に危機状態である。学校は、自らの組織機能の回復とと

もに、児童生徒の心のケアにも対－応しなくてはならない。学校の危機的な状況においても、担任教

師や学校職員によって、児童生徒への心理教育的援助サーピスを行っていくのである。その際の心

理教青的援助サーピスは、「四次的援助サーピスjとして整理できる。「四次的援助サーゼスJの対

象は、「事件・事故に関わった特定の児童生徒Jを対象にする。平常時と様子が大きく異なり、心

理的に危機が疑われるであろう児童生徒を「緊急援助チームJなどでアセスメントしていくことが

なる。そしてそのために、担任教師がまず、学級の児童生徒の状態を把握する（四次的援助

サービス）必要があるc 同級性の死亡や突発的な事故によって、「どの程度危機状態にあるのかJ

を捉えていくのである。

一方で同時に、学校の機能回復にも努めなくてはならない。学校の機諮問復に舟けて、学校緊急

支援チームやCRTなどの「応急処寵Jを外部から受け入れ、最小授の学校機能の担保を行う必要

があろう。そして、「応急処置Jの後は、本格的に学校機能の回復に向けて教職員が一丸となって

攻り組んでいく必要がある。その際に、これまでに形成してきた「援助チームJなどの複数人で、

問題を共有し、情報共有を図り、必要とあれば権限の委譲を検討していくことも大切であろう c

－安心のために克童生徒の「心理危機のサインJをいかにして、捉えていくかと

いう視点こそが、これからの学校の危機管理に重要であろう。その際に、 11）スク・マネジメントJ
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としての学校心理学支援モデル（一次的援助サービス～三次的援助サーピス）は有効であろう。そ

して、「心理危機のサインjを捉えきれず、事件・事故が発生した際の「クライシス・マネジメン

ト」としての学校心理学支援（四次的援助サーピス）の2つの側面を有する「心理危機マネジメン

トJの検討が、これからの学校危機管理の研究においては重要であるといえる。
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学校危機管理としての「心理危機マネジメントJに関する一考察
一学校心理学的支援モデル構築の試み－

小沼 豊＊・中谷素之料

要約

本稿では、児童生徒の心身の苦痛を心理的な危機状態として位量づけ、児童生徒の心理的な危機

に対応するために学校心理学的援助モデルを、 fリスク・マネジメントJと「クライシス・マネジ

メントjの2つの機能から検討をしたものである。「リスク・マネジメントJの機能は、早期に児

童生徒の心理的な危機を捉えることである。そのために、平常時における「アセスメントj

であり、児童生徒の危機の状況によって段階的（一次的援助サーピス～三次的援助サービス）

助方針を検討していくことが重要である。「クライシス・マネジメントjの機能については、「E号次

的援助サービスJとして学校心理学的援助モデルを提訴した。「四次的援助サービスjの中には、

①学校自らの組織機能の回復、②児童生徒の心のケアに対応していく。という 2つの側面がある。

①については、「応急、処置J的に外音防、らの援助を検討することが有効である。②については、児

童生徒の「アセスメントjによる援助方針を「援助チーム」によって検討していくことが重要であ

る。児童生徒の心理的な危機に対応するためには、「四次的援助サービスJを含めた、

的援助モデルが有効で、あり、今後の学校危機管理の研究において重要な視点といえるだろう。

名古屋大学大学院教育発達科学研究科・文部科学省

名古屋大学大学院教育発達科学研究科
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"Psychology crisis management" as school crisis management 
- construction of school psychology support model -

Konuma Yutaka*, Nakaya Motoyuki料

In this paper, in order to co汀espondto student's psychological crisis, examination is carried 

out for a school psychology assistance model from two functions, "Risk management" and "Crisis 

management." The function of "Risk management" is assessing student's psychological crisis 

at an early stage. Therefore the "assessment" in everyday life is important to give appropriate 

support depending on the stages by the crisis of studenピs,and it is important to examine an 

assistance plan. (primary assistance service, secondary assistance service, and third assistance 

service) About the function of "Crisis management", the school psychology assistance model 

was shown as "fourth order assistance service." "Fourth support services" includes two features: 

it corresponds to recovery of the organization function of the (1) school itself, and the care of 

it (2) mental care of student's. As for the first point, it is effective to consider the assistance 

from the outside in "emergency measure". As for the second point, it is important to examine 

the assistance plan from student's "assessment" by an "assistance team.”A school psychology 

assistance model including "fourth order assistance service" is effective, and it would be called an 

important viewpoint in research of future school crisis management. 
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